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環境報告書 株式会社小島建材

　　　　　株式会社　小島建材

　　　　　代表取締役　小島　卓美

  　　　　所在地

　　　　　本　社　〒427－0013

　　　　　　　　　静岡県島田市御請125番地　　（但　登記上）

　　　　　事務所　〒427－0019

　　　　　　　　　静岡県島田市道悦３丁目10－7

 　　　　 環境管理の責任者及び担当者連絡先

　　　　　環境管理責任者　：　小島　卓美

　　　　　環境管理担当者　：　小島　慶

　　　　　連絡先　：　ＴＥＬ　０５４７－３５－３６４６

　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　０５４７－３５－４７２５

　　　　　　　　　　　Ｅ-mail　soumu@kozimakenzai.com

　　　　  事業の内容

　　　　・　建設業（土木、とび・土工、舗装、造園、水道施設）

　　　　　　：静岡県知事許可（般－４）第１９５８０号

許可年月日：令和４年６月１０日　　有効期限：令和９年７月５日

　　　　・　一般貨物自動車運送事業：中運自貨　第３３８号の１９

　　　　・　産業廃棄物収集運搬業：静岡県知事許可　第２２０１０３２２７２号

　　　　・　道具商：静岡県公安委員会許可　第４９１１８００７３４００号

　　

　　事業規模

法人設立年月日

資本金

2021年7月～

2022年6月

2022年7月～

2023年6月

2023年7月～

2024年6月

（第41期） （第42期） （第43期）

売上高 190,161万円 203,302万円 215,000万円

従業員数 24名 24名 24名

床面積 396㎡ 396㎡ 396㎡

 　　　　 事業所名及び代表者名

昭和57年4月20日

１０，０００，０００円

1.事業概要

　　　　　　　（事業年度：7月～翌年6月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2020(令和2)年7月1日に代表者交代
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企業が発展すれば雇用が増えます

 

  企業の業績が好調なら「働きがい」も

　　　　 

　　

当社におけるSDGsの関連項目

　

全社員が環境に取り組むことの重要性を理解
し、省エネや廃棄物削減に取り組みます

地域の環境をより良くするために活動します

環境に良い製品・サービスを提供しますし、グ
リーン購入にも取り組みます

行政・地域と協力して環境保全に取り組みます
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 　　　　 許可及び登録の内容

　　　　・　産業廃棄物収集運搬業　：　静岡県知事許可　第２２０１０３２２７２号

　　　　・　許可の年月日　　　　　：　令和　２年　８月　２日

　

　

　　　事業の範囲

　　　　・事業の区分　　　　収集運搬　　

　　　　・産業廃棄物の種類　

廃プラスチック（石綿含有廃棄物を除く。）、金属くず、

　 ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有廃棄物を除く。）、

　 がれき類（石綿含有廃棄物を除く。）、燃え殻、汚泥、廃アルカリ、

　 紙くず、木くず、ばいじん　　　　　　　　　　　以上１０品目

　

　

　　　施設・設備等の状況

　　　　・　産業廃棄物収集運搬車両の種類と台数

　 ニッサン　ダンプ　（BDG-PW37C改   10t） １台

　 三菱　セルフローダー　（U-FV419P　　8.3t） １台

　 いすゞ　簡易クレーン付きトラック　（U-FRR32JB　2.75t） １台

　 三菱　ダンプ　　（KL-FV50KMY   10t） １台

三菱　ダンプ　　（KL-FV50KJXD   10t） １台

いすゞ　ダンプ深箱　（KK-FRR35G4   4t） １台

　　　積替保管の有無　

無

　　　受託した主要な産業廃棄物の収集運搬量

（R4年度） （R5年度） （R6年度）

木くず 0.88 1.91 115.64

コンガラ 305.25 31.36 932.40

がれき類 0.02 0.00 355.20

廃プラ類 60.54 0.00 0.00

燃えがら 0.00 0.00 0.00

合計 987.59 732.47 3035.52

1632.28

2.産業廃棄物収集運搬業の概要

　　　　・　許可の有効年月日　　　：　令和　７年　８月　１日

※　表内の数値単位は、すべて（ton）です。

2021年7月～
2022年6月

2022年7月～
2023年6月

2023年7月～
2024年6月

ガラス、Co陶
磁器くず

0.00 0.00 0.00

汚泥・浄水
ケーキ

620.90 699.20
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3.組織図（実施体制）

 　　　 環境経営システムの実施体制における役割と責任
担当 役割（責任と権利）

・  環境経営に関する統括責任

・ 経営における課題とチャンスの取りまとめ

・ 効果的で、十分な実施体制の構築及び全従業員への周知

代表者　小島卓美 ・  環境経営システムの実施に必要な、人・情報・設備・費用・時間・技能・技術者を用意

　顧問　 小島敏司 ・  環境管理責任者を任命

・  環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知

・  環境目標・活動計画書を承認

・  代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・  環境活動レポートの承認

・  環境経営システムの構築、実施、管理

・  環境関連法規等の取りまとめ表を承認

環境管理責任者 ・  環境目標・活動計画書を確認

小島卓美 ・  環境活動レポートの確認

・  従業員に対する教育訓練の実施

・  環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・  環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・  環境活動の実績集計・活動レポートの作成

EA21　委員長 ・  環境活動の取組結果を代表者へ報告

事務局 ・  環境関連の外部コミュニケーションの窓口

瀧井真美 ・  特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録

・  問題点の発見、是正、予防処置

・  環境管理責任者の補佐

環境管理担当者 ・  環境関連法規等取りまとめ表の作成

小島　慶 ・  環境目標・環境活動計画書原案の作成

・  環境活動レポートの公開

・  自部門における環境経営システムの実施

各部門責任者 ・  自部門における環境目標・活動計画の周知

総務部門 ・  特定された項目の手順書作成及び部門ごとの教育訓練の実施・運用管理

工事部門 ・  自部門の問題点の発見・是正・予防措置の環境事務局への報告

・  環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・  決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・  環境改善への意見提案や環境問題・異常時の上司への報告

全従業員

代表取締役 小島卓美 代表取締役 小島敏司

工事長

総務部門
推進リーダー
小島やよい

推進リーダー

経営責任者

環境管理担当者
小島慶

工事部門

EA21委員長・事務局
瀧井真美

環境管理責任者
小島卓美

顧問



環境報告書 株式会社小島建材

≪基本理念≫

≪行動指針≫

1.     エコドライブ・節電に努めCO2の削減に取り組みます

2.     廃棄物の３Ｒ（発生抑制・再使用・再生利用）を推進します

3.     水資源を大切にし、使用量削減に取り組みます

4.     土木・建設事業に於いて、環境に配慮した資材（グリーン購入等）・作業方法の推進・普及に努めます

5.     環境ボランティア活動を通して、地域環境の美化　と　環境意識の向上に　取り組みます

6.    環境関連法規及び利害関係者に約束したことを遵守します

7.　　持続可能な開発目標（SDGs）への取り組みとして廃棄物のリサイクルを重視します

8.　　持続可能な開発目標（SDGs）への取り組みとして環境経営の継続的改善を誓約します

環境経営方針は、全従業員に周知するとともに、社外に公表します。

　株式会社　小島建材は、地域との共生を図り、地球環境の保全とその重要性を認識し、豊かな自然を次世代
に引き継ぐため、地球に優しい企業を目指し、環境に配慮した事業活動を行います。

4.環境経営方針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正日　令和　4年　2月1日　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　小島建材　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　小島卓美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日　平成２1年11月1日　　　

環境経営方針

環境経営の重要なテーマとして、次項を積極的に取り組みます。
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5.環境経営目標　

 

【目標】

2019 2020 2021 2023 2024

基準年(H31) R2目標 R3目標 R5目標 R6目標

156,397.49 155,615.50 154,833.52 153,269.54 152,487.55

-0.5% -1.0% -2.0% -2.5%

7,628.00 7,589.86 7,551.72 7,475.44 7,437.30

-0.5% -1.0% -2.0% -2.5%

15,170.50 15,094.65 15,018.80 14,867.09 14,791.24

-0.5% -1.0% -2.0% -2.5%

44,888.90 44,664.46 44,440.01 43,991.12 43,766.68

-0.5% -1.0% -2.0% -2.5%

834.00 829.83 825.66 817.32 813.15

-0.5% -1.0% -2.0% -2.5%

8.08 8.04 8.00 7.92 7.88

-0.5% -1.0% -2.0% -2.5%

346.21 344.48 342.75 339.29 337.55

-0.5% -1.0% -2.0% -2.5%

120.00 119.40 118.80 117.60 117.00

-0.5% -1.0% -2.0% -2.5%

29.00 28.86 28.71 28.42 28.28

-0.5% -1.0% -2.0% -2.5%

35.40 35.22 35.05 34.69 34.52

-0.5% -1.0% -2.0% -2.5%

※　環境に配慮した取り組みとして

①環境に配慮した資材・作業方法の推進・普及

②環境ボランティア活動

③SDGsへの取組みで産廃物のリサイクル化

これらの3項目は数値化が難しいため、目標管理から除外

水道水使用量 ㎥
28.57

-1.5%

井戸水使用量 ㎥
34.87

-1.5%

一般廃棄物 kg
341.02

-1.5%

産業廃棄物 t
118.20

-1.5%

灯油使用量 L
821.49

-1.5%

液化石油ガス
（LPG） kg

7.96

-1.5%

ガソリン使用量 L
14,942.94

-1.5%

軽油使用量 L
44,215.57

-1.5%

CO2排出量 kg-CO2
154,051.53

-1.5%

電気使用量 kWh
7,513.58

-1.5%

項　目 単位
2022

R4目標

当社における2019（R01）年7月から2020（R02）年6月までの実績を把握、それらを基準として目標
設定しました

(R01比　マイナス％表示)
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6.環境経営活動計画　　2023（R5）年度

★ 二酸化炭素排出量の削減

電力使用量の削減　……（総務部リーダー）

　・  不要時に照明を消す

　・  エアコン温度は、冷房時の室温27+-1度、暖房時の室温21+-1度を目安に無理なく調節する

　・  エアコンのフィルターは定期的に清掃する

　・  更新時に省電力型機器・器具に変える

　・  機器の空運転をしない

　・  機器の使用方法を工夫する

　・  就業時間外はパソコン・プリンタの主電源を切る

　・  パソコン・コピー機等のOA機器は、省電力設定にする

化石燃料使用量の削減　……（工事部リーダー）

　・  車輌の点検整備（不要物を積まない、タイヤ空気圧を適正に保つ、エンジンオイル・フィルターを定期的に交換する）

　・  エコドライブを徹底する（急発進・急加速をしない、空ぶかしをしない、低速で走行する、アイドリングストップを心掛ける）

　・  車輌の走行距離を可能な限り少なくする（計画的に移動する、他の輸送方法に変える）

　・  タコグラフを使って運転の状況を改善する（緑ナンバー車）

★ 廃棄物排出量の削減　……（総務部リーダー・工事部リーダー）

　・  廃棄物の分別を徹底する

　・  使い捨て製品（紙コップ、弁当容器など）の購入を抑制する

　・  廃棄物の再使用、再生利用の推進をする

　・  詰替え可能な製品の推進をする

　・  コピー機、プリンタのトナーカートリッジは回収ルートの確立とリサイクルを実行する

　・  使用済用紙、カレンダー等の裏面は基本的に利用をする

★ 用水使用量の削減　……（総務部リーダー・工事部リーダー）

　・  用水を使い終わったら必ず蛇口を閉める

　・  節水コマを入れるなど、用水の無駄な使用をなくす

　・  水道配管からの漏水を定期的に点検する

　・  雨水の利用法として花壇の水やりに使用する

　・  井戸水のメーターを定期的に計測し、今後の対策を考える

★ リサイクルの促進　……（総務部リーダー）

　・  古切手、ベルマーク、ペットボトルのキャップを収集し、社会福祉協議会へ届ける

★ 本来業務環境配慮提案に関連する事項　……（工事部リーダー）

　・  部門間のコミュニケーションを確実にして誤作業をなくす

　・  仕入先及び納入先とのコミュニケーションを確実にして誤作業をなくす

★ 環境教育の推進　……（環境管理責任者）

　・  社員に対して定期的な環境教育を実施する

　・  社員に「持続可能な開発目標SDGs」を周知させる
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7.環境経営目標の実績結果（2023.7～2024.6）

【事業所】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

増減 達成度

2023.7～2024.6 2023.7～2024.6 100% ％ ○△×

㎏-CO2 153,269.54 170,976.28 112% 12% ×

kWh 7,475.44 10,812.00 145% 45% ×

L 14,867.09 8,886.32 60% -40% 〇

L 43,991.12 54,676.58 124% 24% ×

L 817.32 1,737.00 213% 113% ×

kg 7.92 2.20 28% -72% 〇

kg 339.29 282.40 83% -17% 〇

t 117.60 100.04 85% -15% 〇

㎥ 28.42 48.00 169% 69% ×

㎥ 34.69 36.70 106% 6% ×

<原因分析・是正処置>

NO 環境負荷項目 原因/是正

原因分析

是正処置

原因分析

是正処置

原因分析

是正処置

原因分析

是正処置

上水使用量が目標値に対し169%に増加した主な原因は不明
基準値と比べ資材置き場や倉庫内での利用が多かったことも考えられる

評価

ＣＯ2排出量

電気使用量

ガソリン使用量

軽油使用量

液化石油ガス（LPG）

項　　目 単位
期間目標値

今後、ムダな水の流水の有無を確認に行く

一般廃棄物

産業廃棄物

水道水使用量

井戸水使用量

購入電力CO2排出係数は令和5年12月22日公表の中部電力ミライズ㈱の令和4年度の0.459(kg/kWh)を使用

評価コメント

電気使用量

軽油使用料

灯油使用料

水使用量
(上水・井戸水)

1

新東海製紙からの新しい仕事の増加による

当面は様子を見る

4

2

3

2023（R05）年7月から2024（R06）年6月までの期間、2023（R05）年度を目標値としました

　作成日：令和6年7月15日　作成者：瀧井

　　　　　　○前年度 マイナス 3％以上・　△前年度 プラス3％未満～マイナス3％未満・　×前年度 プラス 3％以上

目標値と比較し145%。空調機の利用と電気溶接機の利用時間が増加

期間実績

灯油使用量

今後、ストーブはこまめにON-OFF使用する

事務所内空調機の利用方法を再検討

事務所や休憩室の暖房用ストーブで使用
利用時間が冬場の寒い時期が長くなったこと
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上期 下期
7月 8月 9月 10月 11月 12月 評価 1月 2月 3月 4月 5月 6月 評価

★ 二酸化炭素排出量の削減
電力使用量の削減

化石燃料使用量の削減

★ 廃棄物排出量の削減　

★ 用水使用量の削減

★ リサイクルの促進

★ 本来業務環境配慮提案に関連する事項

★ 環境教育の推進

評価指標　○：良くできました　△：もう少し努力が必要　×：見直しが必要

〇 〇

〇 〇

　・  部門間・ 仕入先及び納入先とのコミュニケーション

　・  社員に対して定期的な環境教育を実施する

○

○

△

　・  社員へ「持続可能な開発目標SDGs」の周知

　・  トナーカートリッジの回収とリサイクル

　・  コピー用紙・カレンダー等の両面使用

　・  古切手・ベルマーク・ペットキャップ(1.2㎏)の回収・社会福祉法人へ

　・  節水コマを入れるなど、用水の無駄な使用をなくす

　・  水道配管からの漏水を定期的に点検

　・  雨水は花壇の水やりに使用

　・  用水の使用後は必ず蛇口を閉める

　・  井戸水のメーターを定期的に計測し、今後の対策を考える

〇 〇

　・  PC・コピー機等のOA機器は省電力設定・就業時間外は主電源を切る

　・  更新時に省電力型機器・器具を検討

　・  機器の空運転をしない・使用方法の工夫

　・  エアコンのフィルター清掃

○

○

　・  使い捨て製品（紙コップ、弁当容器など）の購入抑制

〇

2024年

○

8-1.環境経営計画と取組評価　　2023（R5）年度
2023年

　・  不要時な照明の消灯

　・  エアコンの温度調節（冷房時の室温27+-1度、暖房時の室温21+-1度）

　・  車輌の点検整備

　・  エコドライブの徹底

　・  車輌の走行距離を極力少なく

　・  タコグラフを使い運転改善（緑ナンバー車）

　・  廃棄物の分別・再使用、再生利用の推進

〇

○

○

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

-

○

△

×

○

○

○

△

○

○

-

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

○

○
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上期 下期
7月 8月 9月 10月 11月 12月 評価 1月 2月 3月 4月 5月 6月 評価

★ 二酸化炭素排出量の削減
電力使用量の削減

化石燃料使用量の削減

★ 廃棄物排出量の削減　

★ 用水使用量の削減

★ リサイクルの促進

★ 本来業務環境配慮提案に関連する事項

★ 環境教育の推進

評価指標　○：良くできました　△：もう少し努力が必要　×：見直しが必要

8-2.次年度の環境経営計画の内容　　2024（R6）年度
2024年 2025年

　・  不要時な照明の消灯

　・  エアコンの温度調節（冷房時の室温27+-1度、暖房時の室温21+-1度）

　・  エアコンのフィルター清掃 〇 〇 〇 ○

　・  更新時に省電力型機器・器具を検討

　・  機器の空運転をしない・使用方法の工夫

　・  PC・コピー機等のOA機器は省電力設定・就業時間外は主電源を切る

　・  車輌の点検整備

　・  エコドライブの徹底

　・  車輌の走行距離を極力少なく

　・  タコグラフを使い運転改善（緑ナンバー車）

　・  廃棄物の分別・再使用、再生利用の推進

　・  使い捨て製品（紙コップ、弁当容器など）の購入抑制

　・  トナーカートリッジの回収とリサイクル

　・  コピー用紙・カレンダー等の両面使用

　・  用水の使用後は必ず蛇口を閉める

　・  節水コマを入れるなど、用水の無駄な使用をなくす

　・  水道配管からの漏水を定期的に点検 〇 〇 〇

　・  雨水は花壇の水やりに使用

　・  井戸水のメーターを定期的に計測し、今後の対策を考える

　・  社員へ「持続可能な開発目標SDGs」の周知

　・  古切手・ベルマーク・ペットキャップの回収・社会福祉法人へ

　・  部門間・ 仕入先及び納入先とのコミュニケーション

　・  社員に対して定期的な環境教育を実施する 〇 〇
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承認 確認

小島 瀧井

― 　該当なし

関係法令名 法令のポイント 対応策
チェック
方法

遵守
状況

産業廃棄物マニ
フェストの管理

マニフェス
ト管理台帳

○

交付等状況報告の作
成・提出

許可証・状
況報告書

○

産業廃棄物マニ
フェストの管理

マニフェス
ト管理台帳

○

廃棄物処理契約書
確認

委託契約
書・許可証

○

廃棄物委託業者への
立入調査

立入調査 ○

廃棄物を種類に応
じた施設への適正
な搬出

マニフェス
ト伝票の確
認

○

分別解体等の計画等
の届出書

届出書確認 ○

再生資源利用計画書
の作成

再生資源利用促進
計画書の作成

早朝、夜間作業、
日曜、祭日の作業
自粛 指導
低騒音、低振動機
械の使用

届出書確認

早朝、夜間作業、
日曜、祭日の作業
自粛 指導
低騒音、低振動機
械の使用

届出書確認

6
低音騒音型、低振動型建設機械の指導

に関する規定
低騒音型・低振動型建設機械の使
用促進

低騒音、低振動機
械の使用

指導 ○

7
自動車リサイクル法 リサイクル料金の支払 処理時に対応 確認記録 ○

保守点検の実施 3ヶ月に一度

法定検査の実施 1年に一度

9
消防法 火災の予防 1年に一度 確認記録 ○

10
家電リサイクル法 空調機・冷蔵庫及びテレビ 処理時に対応 確認記録 ―

11
資源リサイクル法

パソコン本体、ディスプレイ、ノート
パソコン及びプリンター

処理時に対応 確認記録 ―

12
グリーン購入法

国等による環境物品等の調達の推
進

購入時に環境物品
等の選択

確認記録 ○

13
フロン排出抑制法 重機簡易点検の実施 3ヶ月に一度 確認記録 ○

○

2.違反、訴訟等の有無
過去3年間において関係機関からの指摘及び地域住民等利害関係者からの苦情・訴訟等もありませんでした。

収集運搬業の許可期
限確認、

交付等状況報告の作
成・提出

許可証・状
況報告書

8
浄化槽法 確認記録 ○

3

資源有効利用促進法
原材料等の使用の合理化を行うと
ともに、再生資源及び再生部品を
利用するよう努める

5

振動規制法

杭打機、杭抜機、ブレーカー等を
使用する作業、特定建設作業の実
施の届出書（市町村長）（作業開
始の7日前までに）

9.環境関連法規の一覧及び遵守状況

1.環境関連法規等の遵守状況

当事業所に適用される下記の環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

（環境関連法規一覧）

―

計画・実施
の入力確認

○

4

騒音規制法

杭打機、杭抜機、削岩機、空気圧
縮機、コンクリートプラント等を
使用する作業、特定建設作業の実
施の届出書（市町村長）（作業開
始の7日前までに）

―

確認日：2024年7月15日

2

建設工事にかかる資材の再生資源
化に関する法律　　　　　　（建

設リサイクル法）

資源の有効な使用確保を図るとと
もに、産業廃棄物の発生の抑制、
保全に関するため再生資源及び再
生物の利用を目的とする

廃棄物の処理及び清掃に関する法
律

（廃棄物処理法）

事業活動に伴って生じた廃棄物を
自らの責任において適正に処理し

なければいけない。

廃棄物の処理及び清掃に関する法
律

（静岡県産業廃棄物処理条例）

産業廃棄物の運搬、処分は許可を
受けた者が実施する。産業廃棄物
の発生から最終処分終了まで、適
正に処理が成されるよう必要な措

置を講ずるよう努める

1

1-2
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1

2

3

4

5

6

7

変更の
必要性

環境方針 □有・■無

環境活動計画

と取組み項目

環境に関する組織 □有・■無

その他、環境経営
システムの要素

□有・■無

その他

(外部への対応等)

外部コミュニケーション・対応記録 ■1年間苦情・要望はありませんでした

問題点の是正・予防処置の実施状況 ■

■ 未達成項目が気になる

環境活動計画及び取組実施状況 ■ 

環境関連法要求一覧及び遵守状況 ■遵守しました

6 □有・■無

1

見直し項目 変更［有］の場合の指示事項等

目標について検討が必要

②電気使用量の増加は、仕事内容と異常気象により使用した結果で
あるが対策を練りたい。

(環境経営システムの有効性、環境へ
の取組の適切性等)

■ありませんでした
その他：取引先、業界、関連行政機
関、その他の外部動向

④全体的に目標の達成度が少ないので、基準数値と目標設定の再検
討をしたい。

見
直
し
関
連
情
報

項　　目 確認（必要に応じ評価・コメントを記載）

EA21関連文書 ■

環境目標及び目標達成状況

2 環境目標・計画 ■有・□無

③軽油使用量が124％増加した要因として、新東海製紙経由レックス
からの新しい仕事で、ビニール類が混入した製紙カスの破砕処理を
行う設備・機器を稼働することから、重機の燃料(軽油)使用量が増加
した。

全体評価

「代表者による全体の評価と見直し・指示」の結果

代表者氏名　小島卓美

作成年月日　2024年7月10日

①環境活動の結果を踏まえて、社員へ「環境経営方針」の再確認が
必要だと感じている。

3 □有・■無

4

5


